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要旨 

本研究では, タッチングの心理, 生理的影響を検証した。タッチングが心理的

安定や, 健康, QOLの改善に及ぼす影響を明らかにし, 人々が日常でタッチング

をうまく取り入れて, 心身ともに健康で充実した人生を過ごすことをサポート

したいと考えた。さらに, 健康な人だけではなく, 抑うつ症状を呈し, トラウマ

治療を受けている人に対しても, タッチングが心理, 生理的に良い影響を及ぼ

すことができる可能性があるかどうかを検証した。 

HPA 軸は脳下垂体・視床下部と左右の副腎を結ぶ三角形のことで, この経路

は, ストレス反応をつかさどることが知られている。特に HPA 軸関連部位への

タッチング(以下 HPA タッチング)には, 他の部位へのタッチングに比べ, その

効果が大きいと予測される。しかし, HPA タッチングの効果を検証する先行研

究はなかった。そのため, 本研究では, HPA タッチングを行うことにより, 心理, 

生理指標への影響があるかどうかを検証した。 

本研究では, RSA（Respiratory Sinus Arrhythmia）呼吸性不整脈に着目し

た。心電図のデータから, 腹側迷走神経による心臓ブレーキの機能を算出する

ことで, 生体の回復力と神経的社会交流システムの成熟度が推測できることか

ら , タッチングの効果による RSA の変化も検証した (Porges,2001;Patriqui 

et.al, 2011)。 

本研究では , HPA タッチングの効果を検証するため , 同一被験者に対し , 

「ベースライン」, 「HPA 軸関連部位以外へのタッチング（腕タッチング）」, 

「HPA 軸関連部位（左右の腎臓が位置すると思われる背面部位）へのタッチン

グ」を行い, 心理的指標, 生理指標, 脳波を計測し, 比較検討した。実験 1 では

健常群の女性 13 名, 実験 2 では, トラウマ群の女性 11 名で実験を行った。 

 

2. 調査項目  

質問紙       ACE 質問紙 

DTS デビッドソントラウマ尺度日本語版 

二次元気分尺度 TDMS-test 

脳波測定      EEG Spectrum Intl 社の EEGer4 および 

脳波解析      EEGer4 付属解析ソフトウエア 

RSA 測定      心電図計 EZ-IBI 

RSA 解析      CardioEdit, CardioBatch 

血圧・心拍数測定  Panasonic EW-BW13 血圧計  

アミラーゼ測定   ニプロ社製唾液アミラーゼモニター 

  

3. 分析方法 

測定したデータは, 前後（2）× 条件（3 条件）の 2 要因繰り返しのある分散分

析を用いて分析した。また, 健常群とトラウマ群の 2 群の比較のために t 検定と

相関分析を行った。また, 脳波については平均値をプロットした。 
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4. 結果 

  二次元気分尺度を用いた心理データについては, 健常群, トラウマ群とも, 

ベースラインで安定度が上がり , 覚醒度が下がったが , 腕タッチング , HPA

タッチング共に主効果は認められなかった。 

 脳波は, データ数が少なく, 統計処理はできなかったが, 平均値をプロット

したところ, トラウマ群では健常群に比べて α波の値が低かった。また, トラウ

マ群に, ADHD が疑われる実験参加者が 1 名いたが, その実験参加者は徐派が

極端に高かった。しかし HPA タッチング後には健常群の値に近似した。 

 ACE スコア, DTS スコア, RSA 値について, 健常群とトラウマ群で t 検定を

行ったところ, 健常群に比べてトラウマ群は, ACE スコア, DTS スコアともに

有意に高く, RSA 値は有意に低かった。 

 また, ACE スコアと RSA 値の相関に有意差傾向が見られた。ACE スコアと

DTS スコアの相関にも有意差傾向が見られた。 

 RSA 値については , 健常群では , HPA タッチング後に有意に上昇した

(p=.014*, 主効果 p 値=.039*)。トラウマ群でも HPA タッチング後に有意に上

昇した(p=.023*, 主効果 p 値=.032*)。 

 心拍数は, トラウマ群において, ベースラインに比べて HPA タッチング後に

有意に減少した(p=.042*)。 

 RSA 値は, 健常群, トラウマ群ともに HPA タッチング後に有意に上昇した。

また, トラウマ群では, 心拍数が HPA タッチング後に有意に減少した。RSA 値

が上昇していることから, 両郡ともに HPA タッチング後は, 腹側迷走神経の働

きが有意になったことが推測できる。さらに, トラウマ群では, HPA タッチン

グ後に心拍数が有意に減少するとともに , RSA 値が上昇していることから , 

HPA タッチング後に, 腹側迷走神経の働きが健常群に比べてさらに優位になっ

たことが推測できる。向社会性や, レジリエンシーの指標である RSA 値が健常

群だけでなく, トラウマ群においても, HPA タッチング後に有意に上昇したこ

とは, 有意義な結果であると考えられる。 

 

5．本研究の限界と将来の展望 

 本研究では, 健常群とトラウマ群の年齢の統制が取れなかった。今後は, 年齢

の統制を行っていく必要がある。また, 実験場所も, 健常群は大学の教室で, ま

たトラウマ群は研究担当者のカウンセリングルームで行い, 環境が異なった。

したがって実験場所の統制も行っていく必要がある。最後に, 脳波計が心電図

系と電気的干渉を起こしたため, 24 名のうち, 脳波が計測できたのは 6 名にと

どまった。今後は脳波計の安定的な運用を確保する必要がある。 
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